
審 議 会 等 の 会 議 録 

会 議 の 名 称 令和４度座間市健康なまちづくり推進委員会（第１回） 

開 催 日 時 令和４年１０月１７日（月）午後３時００分～午後４時３０分 

開 催 場 所 市民健康センター 多目的ホール 

出 席 者 （出席）横田委員、佐藤委員(副会長)、野村委員、 

渡邊委員(会長)、小尾委員、清原委員、早川委員 

（欠席）田中委員、山﨑委員、西澤委員、鈴木(孝)委員、 

鈴木(敬)委員、清水委員、 

事 務 局 健康づくり課長、健康づくり係長、担当 

公 開 の 可 否 ■公開 □一部公開 □非公開 傍聴人数 なし 

非公開・一部公開し

た理由 
 

議 題 ・現計画の各事業における取り組みと課題について 

・その他 

資 料 の 名 称 ・ざま健康なまちづくりプラン（第２次） 

・各課事業個別票 
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ただいまより、令和 4 年度第２回座間市健康なまちづくり推進委員

会をはじめます。 

会議に入ります前に、配布資料の確認をします。 

（配布資料の確認） 

それでは、はじめます。 

第１回推進委員会では、健康なまちづくりプランの中間評価につい

て御意見をいただきました。 

本日は、各所属から提出された事業の成果や課題等について御意見

をいただきます。 

これからの委員会の進行につきましては、推進委員会設置規則第５

条の規定により、渡邊会長にお願いします。 

 

それでは次第に沿って進めます。 

 議題のカッコ１、現計画の各事業における取り組みと課題につい

て、事務局からお願いします。 

 

各所属から提出された事業個別票を基に皆様から忌憚のない御意見

をいただけたらと思います。 

 

～ 事務局から事業個別票に基づき説明 ～ 

 

【全体を通しての委員意見】 

〇事業個別票の報告が実績値のみの報告となっており、目標値に対し

て全体（分母）が見えないため、一概に良い悪いなどの意見が出しにく

い。今後は、事業個別票の見せ方を考えるべき。 

 

〇同じような講座でも、指標が開催回数や参加人数などとなっており、

統一されていないので、ある程度の統一は必要だと思う。 

 

〇今後 LINE を活用していく中で、啓発だけではなく LINE を何にど

こまで活用できるのか手法を含め考える必要があると思う。 

 

〇がん検診については、目標値に対して実績が低いものが多いため、目



 

 

 

 

 

 

 

 

 

（まとめ） 
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標値や実績の算出方法の見直し（分母の数）などを検討する必要がある

と思う。 

 

〇相談事業については、指標を相談件数にすることに違和感がある。何

を指標にするのが良いのか検討する必要があると思う。 

 

〇新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントの中止や参加人

数が減少している。このため実績値の判断だけではなく、背景や事業の

内容を見て評価する必要があると思う。 

 

皆さんからの意見をまとめていただき、次回の推進員会までに中間

評価報告書(案)を作成していただくよう事務局よろしくお願いします。 

それでは本日の議題はすべて終了しましたので、事務局に進行をお

返しします。 

 

渡邊会長ありがとうござました。 

それでは、４.その他について事務局から今後の流れについて説明し

ます。 

 

本日の御意見をまとめて、今年度中に中間報告書(案)を作成します。

次回の推進委員会では、作成した中間報告書(案)について御意見等いた

だく予定です。 

また、令和５年度は、中間報告書に基づいて、令和６年度に策定する

第三次健康なまちづくりプランの準備を進めていきます。 

 

令和５年度は現在の計画を継続し、令和６年度から新しい計画が策

定されるとのことだが、その計画の終了時期を第五次総合計画に合わ

せて終了する計画となるよう検討していただきたい。本来であれば、座

間市の総合計画と連動して策定されるべきものと考える。 

 

その他に御質問、御意見ありますか。 

無いようでしたら、以上で令和４年度第２回座間市健康なまちづく

り推進委員会を終わります。本日はお忙しい中、ありがとうございまし

た。 

 


